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第10自衛生工学シンポジウム

2002.10北海道大学学術交流会館

2-4 下水処理場放流口付近河川生物調査結果

中島純夫 (札幌市下水道昂)

1 はじめに

本市下水道普及率が平成13年度で99.3%となり，下水処理水が放流先河川水震に占める割合が多く

なるに伴い，生態系に与える影響も大きいと考えられる。国及び自治体では「生態系との共生をはかる下

水道のあり方検討会」を設置し，生態系に配産した下水道整備を進めるための視点をまとめたところであ

る。

下水道放流前川においても生態系のかかわりを調べることは，これから本市下水道を広い視点から発

展させていくうえで重要と考えられる。下水道局では平成9年度より「下水処理水が符)11生物相に与える

影響調査Jを財匝法人下水道技術推進機構に委託し安春)11.野津幌)11で生物調査等を実施しており，

放流ロ及び上流，下流地点間の生物相に係る'情報が蓄積されつつある。しかし，他の放流河川につい

ては，過去に底生生物等の調査を行った実績があるものの付議藻類等データは無い。そこで，下道局内

の16名が参加する生態系保全研究会を発足させ，本市の生態系保全に対する取組み状況調査の及び

各処理場放流判JIIの生物調査を行った。ここでは，生物調査結果について報告する。

2 諒査内容

2.1 調査対象地点

調査対象地点は下水放流水流入前後の生物棺比較のため本市処理場放流口付近の上流及び下流

地点を対象としたが，茨戸川のように地点によっては水深が大きく，底生動物等調査が事実上圏難な地

点もあった。放流口付近の地点以外に琴似溌寒川発寒)11公隈を比較のため対照地点とし，同時に調査

を行った(表-1)。

表-1 鵠査対象地点
地点f番号i溺釜年Fl8I 湾JII名 |処窓場名|地 点 名

厚5llJ放流口上流

2 野津線川 停車q 厚別放流口下流
3 野焼川最下流

4 
平成13年8月8日E霊月罪事 JII 重量平

鐙:!JZ1II処理場放流口上流

5 重量平111処寝場放流口下流
s 

新 111 新111
新川放流口上流

7 新JII放流口下流
8 琴似発寒 JII 一 発寒111公国
9 i1J 成 JII 創成111愈Ulil'JII放流口下流
10 伏 古 111 伏官 伏古JII放流口下流
11 石 狩 JII 拓北 結北処理場古女流口
12 平成13年8月初日 新 JII 手稲 手稲処理場下流
13 茨戸処現場上流

14 茨 戸 JI( ~戸 茨戸処理場放・2託ロ
15 茨p処理場下流

2.2 調査内容

)11底の様子，水深，気祖，水温，透視度，水生植物，魚類，底生動物，付蕃珪藻等について調査を

行った。魚類は，たも網を用いて採取した。窓生生物は環境省等で実施している鰭易調査法に従っ

て調査したほか，付着珪藻はコドラートを用いた定量用試料の採取は行わず，定性用試料のみを採

取した。
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2.3 評価手法

定性用試料のみを採取したため，底生動物については環境省等により全国規模で実施している

f 水生生物による簡易水質調査法jの指標生物分類に従って判定を行った。付着珪藻については，

硫酸及び過酸化水素で処理後水洗し，エタノーノレ置換した試料からプレウラックスで永久プレパラー

トを作成し，ノマノレスキ}型微分干渉顕微鏡で写真撮影を行い2，000倍でプリントアウトした。写真に

より各地点出現穏を決定して整理した。計数は界線入りスライドグラス上に 20μLの試料を滴下して

電熱器上で加熱後，放冷し，プレウラックスで、罰定した試料を用いて行い計数値が 3，000以上となる

まで計数した。定性用試料から出現率を求め，出現率のみで許算が可能な評錯手法を用いた(表‘

2)。

表-2付着珪藻評価乎法
手 法 針 算 方 法 評 価

s 

多梼性指数 H'= -r Pilog2Pi 種が多いほど，穏毎の密度が

Shannonの 1=1 均一であるほど高い

多様性指数 S:念物群集内の緩額数 環境が単純なら低い
Pi: i番箆の種に臆する国体の数が総個体数の中に占める割合

汚趨指数(Saproおityindex)=乞(S'h)/玄h 1.0;;;;;;;; 1.5;食腐水性

水質汚濁指数
1.5く;;;;2.5:弱(β)中腐水性

S:汚濁階級指数 2.5く話3.5:強(α)中腐水性
h:頻度 1:話貧腐水性稜， 2:弱(β)中腐水性稜 3.5<;;;;4.0:強腐水性

3:強(α)中腐水性種， 4:強腐水位稜
m n 

有機汚濁指数 DAlpo=50+( rsxー玄Si)/2 1001こ近いほど水質清浄
有機汚濁指数 1=1 j=l 01こ近いほど汚濁進行

rsx:その地点に出~したm濯の好清水伎綴の出務率(百)の和

rSi:その地点に出混したn溜の好汚濁性穣の出現率(略)の和 一
3調査結果

3.1水深等基本項目

成生動物は， 7.1<鷲のみでなく河床講造が大きな影響ーを与えると考えられるが本調査では窓生動物

生息、に適する磯の多い地点は，対照地点である発寒川I公園と豊平}II処理場放流口下流地点のみで

あり，他の地点で、は下流河川の特徴である砂又は河川改修により敷かれたコンクリートブロックで、あっ

た。水深は豊平川処理場及び、新川処理場で明らかなとおり，放流水の河川流量に占める割合が大き

いため，放流口上流部に比較し下流部で大きくなる(表-3)。

3.2水生植物

水生植物植生は，フトイ，ヨシ，ミクリ等の沈水植物については，放流口上流と下流域で植生に大差

無い結果となった。

3.3魚類等

殆どの地点でウグイ属，ウキゴリ属が鐸先あるいは出現している。トミヨも対照、地点の発寒川公障を

含む6地点で出現している。望月寒}IIの豊平川処理場放流口上流ではモツゴ，スナヤツメの出現が

あり，下流で、はタイリクパラタナゴと推定される個体が出現していた点で他と差異があった。創成}II処

理場下流と茨戸処理場放流口にはジュズカケハゼ、の出現があった。

甲殻類では，s-中臓水性指標種で、あるスジエピが対照、地点を含む6地点で出現しているが，モツ

ゴ出現のあった豊平jll処理場放流口上流での出現はなかった。

-42-



3.4 底生動物

対照地点の発寒)11公闘ではヒラタカゲロウ，ヘピトンボ'等の貧腐水性指標穏が優先しているのに

対し，処理場放流日付近では，厚別放流口上流でs-中腐水性指標種であるシマトピケラの出
現があったものの，殆どの地点でα一中腐水性種であるシマイシピノレ，ミズムシが優先してい

おり，水質階級では皿(汚い水の指標生物)の判定となった。

日

銅

III 幡 (m) 生腿.~盟名等物
水深(cm) 

!ltl!l. ("0.) 
水道("0)

滋視 llf(cm) 
磁

11IJl!:の綴子 砂

コン IJ1) ト
フ ト イ
書 ;， 

水書主権物
ミウリ

ヤナギモ

'" ぜ モ
ヒ y ー‘

ウ ゲイ腐
ウキゴ 1) 鴎

ジaズカゼハゼ
ト 主 ヨ
ギシブナ

魚 騎コ イ

フウ Fジョウ
ドジョウ
モ ツ ゴ
スナヤツメ
タイI)IJパフタナゴ

!fI銀鼠
スジ z ピ
イソガニ

表一3 基本項昆水生植物，魚類等，底生生物等の調査結果

112511051039153411川03年S1R35S50日 15:10 1 15:30 

ト尋以重前野rよ 3 霊童平 曹111

環境省・ ll!月懇III 軍111

に領よ土る汚交濁通諸安経 最下流上流 下流 上流 下流

25 26 32 15 44 20 55 

25 25 25 27 24 24 21 

20 22 22 29 25 22 23 

>50 >50 31 >50 >50 >50 50 

O 
O O O O 

O O O 
O O O O 

O O 
O O 

O 

O O ζ3 

O 

O O O O 
O O 

O 
O 

O 
O 
O 

β ー中脇水位 O O O 
O O 

l 平成13年BFl

- i創成J1II伏窓!箔北!辛抱
辱似鎚."'1創成1111伏餓J1II:苔狩H11 iJll11 
錦町JI公限| 下注 | 下縫 11世盟主01 1<君主

20 74 57 32 

20 26 26 26 26 

26 23 23 25 25 

50 >50 >50 >50 >50 

O 
O O O O 

O 

O O 
O 。

O O 。 O 
O 

O O 

O 

O O O 
O O O 

良

鋼幸8一f己シヲラマ与タトカ手ピゲ間dケロ引ラHi貧ae二一主aa中且周atRRA縁『樹樹闇一o一 $1 1 「

O O 

m 取 源 E I E E w E 
O 

肖まテラカゲロウ

成生動物 コカゲロウ O 
ガガンボ O 
ユスリカ【畠} 。 O 
シマイシ~ I~ α制中潟水位 O 。 O O O O O O 
ミズムシ a“中綿水性 O O O O 
ユスワカ(赤}!!I腐水性 O 。
ヤ ゴ O 
コオイムシ O 

3.5 付着珪藻

14:50 
13 14 15 
哀悼

担戸111
上琉 飲流ロ 下ffi!
150 150 

26 26 26 

23 22 23 

24 >50 22 

O 

O 

O 

付着濫藻試料採取が可能であった地点間で、の出現率から表一2の評価手法を用いた各指数を比

較が容易に可能なよう標準化し，数値が大きいほど汚濁が進んで、いるものと仮定すると水質汚濁指数，

DAIpoは表-3の底生動物調査結果から糞腐水性と判断された発寒川公障で最も低く，厚別処理場，

豊平.JII処理場，新)11処理場では放流口上流と下流関で、差の大きいことが明らかとなった(閣…1)。

4司。

3.0 

1.0 

0.0 

~ ! ! ! f ! ~ ! ! ! I ! 
隠週一1
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そこで，これらの処理場の種別付着珪藻出現率を水質階級が判明した種のみを抽出し，比較を行う

と，各地点とも上流で、貧腐水性種出現率が50%以上と高いのに対し，豊平処理場放流口下流では3

-中腐水性種(出現率 41%)及び、α一中腐水性種(出現率48%)が多くなり，厚別処理場及び新川処

理場ではα一中腐水性種出現率が圧倒的に高くなっている。よって，付着珪藻出現率を用いて水質

汚調指数， DAIpoを計算し開面する手法が有効であると考えられる(表-4)。

表-4放流口上流及び下流地点間付着珪麓種出現率の華異
(単位:%)

汚濁階級h地 点 替 号

2 3 4 5 6 7 

地点名
野津線JII 望月寒川! 新JII

放流口上流 放流口下流 主主下流 放流口上流放流口下流 放流口上流 放流口下流

種 数 37.0 14.0 15.0 19.0 11.0 19.0 11.0 

Shann水水on質質の汚濁階多指線級数位指数
3.7 2.4 1.5 3.6 2.1 2.7 1.5 
1.4 2.8 2.9 1.8 2.4 1.8 3.0 

貧腐水位 H中j邸水役 α中腐水位 B中J(A水位 α中腐水役 B中腐水位 α中腐水位

汚有濁機階汚級濁1の指穏数 DAlpo 50 19 7 61 31 53 9 
出現率計 63.1 0.3 0.0 28.9 0.5 15.0 0.0 

Coeconeis pedicu!us 41.3 15.7 
Cocconeis p!acentu!a 2.4 
CymbeJJa minuta 3.0 0.3 6.0 0.5 10.0 
Diatoma vu!garis 0.7 
仔agilariacapucina var. vacheriae 1.5 
1 I Gomphonema quadripunctatum 0.4 1.2 
Me!osira varians 7.7 1.2 
/冶vicu!a!anceo!ata 3.3 1.2 2.1 
Naげ'culaviridula v. rostella ta 1.5 
Nitzschia dissipata 0.7 
Rhoicosphenia curvata 0.7 1.2 1.4 
Syneaケ'Bu!na v.oxyrhynchus 2.2 1.4 
汚濁階級2の種出務星間十 9.6 1.0 1.2 4.8 60.0 4.6 

Achnanthes !anceo!ata 0.3 1.0 2.1 4.1 
21 C!，om!'h?Ilema a~gustum 0.7 4.8 0.2 52.1 
/ぬvicu!agregaria 5.2 4.3 0.5 
Nitzschia !inearis 0.4 0.7 
Svnedra u!na 3.3 0.6 0.2 0.7 
汚濁階級3の媛出現率計 ト 3.0 4.5 4.1 24.1 40.6 10.7 10.8 

CycJote!!a meneghiniana 0.7 

3 I C!，~mp~~nema f~r，:，u!um 1.1 1.9 2.1 3.6 10.0 3.6 10.3 
Nitzschia amphibia 1.1 2.6 2.1 10.8 30.6 5.0 
Nitzschia inconspicua 9.6 1.4 0.5 
Surire!!a minuta 0.7 
汚濁階級4の種出現本計 8.5 79.5 91.1 8.4 47.8 3.6 84.0 

Gomphonema pseudoaugur 0.4 1.0 0.8 0.2 
Navicu!a geopperhana 0.7 11.2 7.8 0.9 2.7 

4 Navicu!a pupu!a 1.2 1.4 
Navicu!a seminu!um 2.2 35.3 76.5 3.6 44.7 71.9 
/冶viculaveneta 1.1 1.9 3.7 0.5 
Nitzschia pa!ea 4.1 29.5 2.1 3.6 2.3 2.1 8.7 
Pinnu!aria brauniana 0.6 0.2 

4まとめ

1)処理場放流口付近の生物相は，水生植物で、は上流と下流関で、差異は殆ど無かった。

2)魚類では望月寒川上流等でそツゴやスナヤツメが出現し，他地点と差異があったが，殆どの地点で

はウグイ属，ウキゴリ属が出現した。

3)底生動物調査結果では，シマイシピノレやミズムシが鑑先していたため，上流と下流関で差異は殆ど

無かった0

4)付着珪藻出現率から求めた水質汚濁指数あるいはDAIpoを指標として処理場放流水の影響を調査

すると放流口上流及び下流間の差異が明らかであり，これらを用いた5判商法が有効であると判断され

た。

間合せ先:苧001・0045札幌市北区麻生町8γ目1・15

本L鵠市下水道局処理施設諜水質管理係 Tel.(0 11)717剛5829
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